
第 3回 東かがわ市地域公共交通活性化協議会

次 第

日時：令和 2 年 8 月 3日（月）14:00～
場所：東かがわ市交流プラザ 2階ホール

１ 開会

２ 会長挨拶

３ 委員紹介

４ 前回の協議会のふりかえりとこれまでの経緯について 【資料 1-1、1-2、1-3】

５ 東かがわ市地域公共交通網形成計画の骨子案について 【資料 2-1、2-2】

６ 今後のスケジュール 【資料 3】

７ その他

８ 閉会

（配布資料）

資料 1-1 第 2回協議会議事録
資料 1-2 コミュニティヒアリング概要

資料 1-3 コミュニティヒアリング結果まとめ図

資料 2-1 計画骨子案

資料 2-2 計画骨子案用語解説

資 料 3 スケジュール

当日資料 委員名簿

エリア図



1

コミュニティヒアリング概要

開催概要

コミュニティ 開催日時 会場

相生 令和２年１月 23日（木）

19：30～21：00

相生コミュニティセンター

引田 令和２年７月 21日（火）

18：30～20：00

つばさ交流センター

小海 令和２年１月 21日（火）

19：00～20：30

小海活性化センター

本町 令和２年１月 22日（水）

19：30～20：40

東かがわ市交流プラザ

白鳥 令和２年１月 21日（火）

19：00～20：00

白鳥コミュニティセンター

福栄 令和２年１月 15日（水）

19：00～20：30

福栄コミュニティセンター

五名 令和２年１月 31日（金）

19：00～20：30

五名コミュニティセンター

三本松 令和２年１月 23日（木）

17：30～19：00

三本松コミュニティセンター

水主・誉水 令和２年２月 19日（水）

19：00～20：30

誉水公民館

丹生 令和２年１月 22日（水）

19：00～20：30

丹生コミュニティセンター

資料１-２
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結果まとめ（各コミュニティで出た主要な意見等を抜粋）

コミュニティ 鉄道 路線バス タクシー 通学・通勤 買い物 通院 その他

相生 ・高松～引田間の便数

が少なく、所要時間

も長い

・バスがあってもそこまでが遠

い

・呼ぼうとしても待ち

時間がある（特に午

前中）

・高校生は引田駅ま

で自転車か家族の

送迎

・買いだめして荷物が大

きくなるので家の近く

まで届けてほしい

・理想は家の近くまで来てくれる移動サー

ビス

・どれだけ需要があるかは実験しないとわ

からない（曜日を決めて実験的に運行）

・ボランティア運転士をしてもよいという

人もいるが、事故のリスクがあるので、

躊躇してしまう

引田 ・引田駅のトイレの水

洗化を要望している

が、なかなか実現し

ない。

・バス停まで遠く、車をつかえ

ない人は困っている

・徳島バスを引田駅で鉄道に接

続させるよう市も働きかける

べき

・小海や相生を含めて週に 1～2
回でも運行するバスがあれば

よい

・スクールバスを上手く活用で

きないか

・一部のバス停（白鳥病院(※国
道沿い)や 114銀行前等）は上
屋が無く、雨が降ると困る

・高校生は駅まで自

転車で行って、鉄

道で通学している

・引田地域にはドラッグ

ストアがないため、ち

ょっとした薬等の調達

に白鳥まで行く必要が

ある

・マイカーを持たない人

は、白鳥に行く人に乗

せてもらって移動して

いる

・引田地域は日常生活に

おける移動全般で東

（徳島方面）に行く人

は少ない

・高齢者が最低限生活できるようなサービ

スが必要

・地域で移動を考える組織をつくっていか

ないといけない

・シニアカーをもう少し使いやすく、市で

補助やリース等ができれば

小海 ・特急優先なので所要

時間が長い（三本松

まで迎えに来てもら

う）

・利用するのは学生く

らい

・スクールバスを有効活用でき

ればよい

・タクシーの乗り合い

利用に補助してくれ

ればよい

・昼すぎが暇だと聞く

ので有効活用できれ

ば

・実は費用的に、マイ

カーを持つよりタク

シーの方が安くつく

・小学生はスクール

バス、中学生は自

転車で通学

・高校生は引田駅ま

で自転車（石田高

でも JRで通学）

・マルナカでも品揃えは

白鳥店がよく車の人は

白鳥店に行き、自転車

の人は引田店に行く

・通院は人によって

行先が異なるた

め、乗合は難しい

のではないか

・白鳥病院は待ち時

間が長く、帰りの

時間を読みにくい

・車が無い人（小海で 20～30人程度？）
は家族や友人に送迎してもらっている

・今は運転できるので良いが、5年先・10
年先が不安

本町 ・三本松駅で長時間待

たされる

・讃岐白鳥駅に時計や

トイレが無く使いづ

らい

・駅やバス停を情報発

信の場にしては（今

は何も無い）

・バスに乗るのは月 1 回（１
人）、年 1回（３人）

・重い荷物を持ってバスに乗る

のは困難

・市役所が率先してバスを利用

する姿勢を見せないといけな

い

・10年以上バスに乗っていない
ので乗り方が分からない

・バスだと時間を気にしながら

生活しないといけない

・タクシー補助制度が

議会で議論されてい

たが、500 円×20 枚
では少ない

・一度に大量に買い物を

するので、バスでの移

動は無理だと思う

・移動手段が無い人たちに話を聞いても、

近所の人が乗せてくれるので「今は何と

かなっている」とのこと

・同じ本町でも、商店街沿いは駅やバス停

に歩いていけるが、そうでない新川地区

とかは事情が違う

白鳥 ・鉄道は月１回～年１

回ぐらいしか使わな

い

・普通列車の本数が少

なく時間がかかる

（今は高松まで１時

間以上かかる）

・バスはほとんど使わない

・高松までバスで行こうと思っ

ても時間があてにならない

・バス停まで歩いていけない人

が多い

・タクシー会社がなく

なると、本当に困る

人が出てくると思う

・生協で宅配してもらっ

て買い物をしている人

も多い

・介護認定を受け、訪問

ヘルパーに買い物を依

頼している場合がある

・地域の人たち、隣の人

たちと一緒に買い物に

・白鳥病院だけでな

く、かかりつけの

個人医が複数あ

り、ハシゴしてい

る人もいる

・みづいり診療所は

車で送迎してくれ

る

・デマンド型でないと市民は使わないので

はと思うが、１回あたりの金額がどのよ

うな設定になるかが重要だと思う

・毎週何曜日の朝何時に来てくれたら、買

い物に連れていってあげる、というよう

なサービスがあるといいのでは

・運転免許を持たない人は、身内等による

送迎かタクシー利用で移動している
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コミュニティ 鉄道 路線バス タクシー 通学・通勤 買い物 通院 その他

行くようにしているら

しい

・送迎に関する支援や福祉バスなどの制

度、企業の取組などを市民に周知する方

法を考えないといけない

福栄 ・バスの乗り方は分か

るが、鉄道の乗り方

が分からない

・鉄道は出張に行くと

きに使う

・バスは本当に人が乗っていな

い

・土日は減便になり不便と聞く

・バス停までの距離が問題（場

所によっては勾配がある）

・高齢者にとってステップの昇

り降りがきついと思う

・「福祉センター前」というバ

ス停名で白鳥温泉をイメージ

しにくい

・高齢者は高速バスをほとんど

使わない（高速バスは利用者

層が限られる）

・運転士によっては、

病院が終わるまで待

ってくれる人や薬を

取ってきてくれる運

転士もいるので、タ

クシーを使うという

人もいる

・タクシーはバスと違

って 1週間分の買い
物をしても、重たい

荷物を運転士さんが

持っていてくれるの

で助かる

・福栄は高校生があ

まりいないが、祖

父母が三本松駅ま

で送迎している人

が多い

・三本松高校だった

ら自転車で通学し

ている人もいる

・五名からは石田高

校へバイク通学が

認められているが

福栄は距離の関係

でだめ

・そもそも今のバス

ダイヤは市外への

通勤・通学を想定

したダイヤ設定・

乗継になっていな

い

・（車でない場合）病院

に行って買い物して帰

るときの施設間の移動

はどうしているのか

（目的地同士が近くに

あると良い）

・東山の人は自転車で買

い物に行っている

・シニアカーでマルナカ

まで行っている人もい

ると聞く

・移動販売が来ていて利

用する人は多い

・みづいり診療所は

送迎車を出してい

て五名くらいまで

送迎してくれる

・3年ぐらい前にコミュニティ協議会で地
域の移動手段を確保しようという話が持

ち上がったが、地域内に白鳥タクシーが

あったので、その後話が盛り上がらなか

った

・地区ごとに週 1~2 日、曜日を決めてマ
ルナカや病院などを回るような運用がで

きれば、その方が効率的なのでは

・高齢化が進んで車に乗れなくなる人たち

が増えている

・高齢になったらデイサービス・介護タク

シーを利用している人もいる

・運転免許を返納せよというお達しばかり

ではなく、免許返納しても良いなと思え

るような制度設計が必要

・公共交通を維持するにも財源が必要

五名 ・バス停までが遠い

・五名福栄線の始発を大窪寺に

すれば、払川地区の人は助か

る

・通勤でバスを利用しているが

土日祝や年末年始は減便にな

り不便

・7:25 に三本松駅に着くが、5
分前に列車が出てしまう

（6:40境目発）

・高校生は親が送迎

しなければならな

い

・高校生の通学に関

してさぬき市コミ

バス（大窪寺方

面）と連携してほ

しい

・高齢者が歩いてバスに

乗り、買い物は行けな

い

・隣接する阿波市の

人の中にも白鳥病

院等に行く人がい

る

・お年寄りは通院に

困っていると思う

・薬は郵便配達で運

んでもらうなど、

自分で動かなくて

も良いサービスに

なればよい

・社協にはずっとデマンドタクシーの運行

をお願いしてきたがかなわなかった

・五名は人口規模が小さいので、五名だけ

で考えても無理

・阿波市との間で県をまたいだ連携ができ

ればよい

・日下地区は病院も買い物もさぬき市だ

が、五名の中には阿波市方面に買い物に

行く地区もある

三本松 ・スクールバスなどを使って、

きめ細かく運行してくれれば

よい

・循環バスの希望がある

・人口が多い海側を走ってくれ

ればよい

・タクシーを呼んでも

なかなか来てくれな

い

・タクシードライバー

が高齢化していて乗

るのが怖い

・施設が車を出して買い

物に連れていってくれ

るというサービスがあ

る

・有料でも買い物支援サ

ービスを希望する

・病院の行きは送っ

てもらえるが、帰

りは時間が読めず

困る

・以前は病院に乗り

合って行っていた

が、車を運転する

側も高齢化し難し

くなってきている

・高齢者だけではなく子どもや妊婦も公共

交通が必要

・高齢の方が車を運転していて危ない

・例えば車両を市から貸与し、ボランティ

ア輸送ができないか

・少し前に自家用車有償をやろうと運輸局

に相談に行ったがダメだった

水主・誉水 ・バス停までたどり着けない人

が増えている

・予約を入れたら回ってくれる

バスもあると思う

・5年・10年先を考えた上でコ
ミュニティバスを走らせるべ

き

・海沿いから国道 11 号まで

・タクシーの補助制

度、割引制度はない

のか

・Uber のようなもの
ができると良いのだ

が、タクシー業界を

圧迫する恐れがある

・水主では中学生は

自転車、高校生は

親の送迎で通学し

ている

・沿線の商業施設に協賛

金等を出してもらって

はどうか

・沿岸部から白鳥病

院に行くため、三

本松駅などへタク

シーで行って、そ

こでバスに乗り換

えている

・デマンド型の「予約をする」行為は独居

老人にとっては辛いが、定時定路線型な

ら自由に乗れる（わざわざ予約をしない

でも乗れるというところが良いのではな

いか）

・顔見知りの人が有償で送ってくれる仕組

みがあれば、高齢者にも使ってもらいや

すい
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コミュニティ 鉄道 路線バス タクシー 通学・通勤 買い物 通院 その他

1.7~1.8kmぐらいありバス停
まで歩くのはしんどい

・スクールバスを活用してはど

うか

・商業施設や医療機関等が送迎をしてくれ

ると良い

・免許を返納しなさいと言われるが、返納

したらどう生活するのか

丹生 ・鉄道を使うのは高松

に飲みに行く時くら

い

・丹生駅は跨線橋があ

りバリアフリーでは

ないので高齢者は使

えない

・今の時代にバスをのんびり待

つのは難しい

・バスは時間通りに来ないので

使えない

・祖母は原付でバス停までアク

セスし、バスを利用している

・バス停までが遠いので家の近

くまで迎えに来てほしい

・高校生は丹生駅ま

で自転車で行き、

そこから鉄道やバ

スに乗り継いで通

学する

・学生は公共交通が

必要

・買い物をして重い荷物

を持ってバス停まで歩

けない

・丹生はマルナカの前に

バス停がない、白鳥の

マルナカは乗換えが必

要（荷物を持って乗換

えはあり得ない）

・丹生の北部は津田の方

のスーパーに行くかも

しれない

・バス停や駅までが遠いので免許返納が不

安

・自治会ごとに曜日を決めて運行するよう

なサービスなら良いと思う

・共助の取組が現実的

・丸亀のボランティア輸送を見てみたい

（事故のリスクが気になるが…）



相生

＜バス全般＞

バスがあってもそこまでが遠い
南北の移動ができない

＜通学＞
高校生は引田駅まで自転車か家族の送迎

＜その他＞
買い物の荷物が重たいため、家の近くまで
届けてほしい
タクシーを呼ぼうとしても待ち時間がある
（特に午前中）

小海

＜買い物・病院＞
小学生はスクールバス、中学生は自転車で通学している

＜通学＞
高校生は引田駅まで自転車（さぬき市にある石田高はJRで通学）
マルナカ白鳥店の品揃えがよく、車の人は白鳥店に行き、自転車の人は
引田店に行く
通院は人によって行先が異なるため、乗合は難しい（特に白鳥病院の帰り
の時間は読めない）

＜その他＞
車が無い人は家族や友人に送迎してもらっている
今は運転できるので良いが、5年先・10年先が不安
タクシー利用は昼すぎが空いている（有効活用できないか）

三本松駅
三本松駅で行き違い列車の待
ち時間が生じる
五名福栄線と列車の乗り継ぎ
時間が短い

讃岐白鳥駅
時計やトイレが無く
使いづらい

丹生駅
跨線橋があり高齢者は昇り降りが大変

白鳥

＜バス全般＞
バス停まで歩いていけない人が多い

＜買い物・病院＞
生協で宅配してもらって買い物をしている人も多い
介護認定を受け、訪問ヘルパーに買い物を依頼している場合がある
運転免許を持たない人は、身内等による送迎、タクシー利用、乗りあ
わせて買い物に行くようにしている
白鳥病院だけでなく、かかりつけの個人医が複数あり、ハシゴしてい
る人もいる

鉄道全般

高松～引田間の便数が少なく、所要時間
も長い
普通列車の本数が少なく時間がかかる

みづいり診療所
車で送迎してくれる

福栄

＜バス全般＞

今のバスダイヤは市外への通勤・通学を想定したダイヤ設定・乗継になっていない

バス停まで遠い（場所によっては勾配あり）
土日はバスが減便になり不便

＜買い物・病院＞

福栄には商店・病院が無く大変
病院に行って買い物して帰るときの施設間の移動が大変（目的地同士が離れている）
東山の人は自転車で買い物に行っている
シニアカーでマルナカまで行っている人もいる

＜通学＞
福栄は高校生があまりいないが、祖父母が三本松駅まで送迎している人が多い
三本松高校へ自転車で通学している人もいる
五名からは石田高校（さぬき市）へバイク通学が認められているが、福栄は距離の関係
で認められていない

＜その他＞
高齢化が進んで車に乗れなくなる人たちが増えている
高齢になったらデイサービス・介護タクシーを利用している人もいる
タクシーはバスと違い重たい買い物の荷物を運転士が持っていてくれるので助かる

三本松

＜バス全般＞
人口が多い海側をバスが走ってくれればよい

＜買い物・病院＞
施設が車を出して買い物に連れていってくれるサービスがある
病院の行きは送ってもらえるが、帰りは時間が読めず困る
以前は病院に乗り合って行っていたが、車を運転する側も高齢化し、
難しくなってきている

＜その他＞
タクシーを呼んでもなかなか来てくれない
タクシードライバーが高齢化していて乗るのが怖い
高齢者だけではなく子どもや妊婦も公共交通が必要
高齢の方が車を運転していて危ない
少し前に自家用有償旅客運送を実施しようと運輸局に相談に行った
が上手くいかなかった

丹生

＜バス全般＞

バスは時間通りに来ないので使えない
祖母は原付でバス停までアクセスし、バスを利用している
バス停や駅までが遠いので免許返納が不安

＜通学＞
高校生は丹生駅まで自転車で行き、そこから鉄道やバスに乗り継い
で通学する

＜買い物・病院＞
買い物をして重い荷物を持ってバス停まで歩けない
丹生はマルナカの前にバス停がない、白鳥のマルナカは乗換えが
必要（荷物を持って乗換えはあり得ない）
丹生の北部は津田の方のスーパーに行くかもしれない

水主・誉水

＜バス全般＞

バス停までたどり着けない人が増えている
海沿いから国道11号まで1.7～1.8kmぐらい
ありバス停まで歩くのはしんどい

＜買い物・病院＞
沿岸部から白鳥病院に行くため、三本松駅
などへタクシーで行って、そこでバスに乗り
換えている

＜通学＞
水主では中学生は自転車、高校生は親の
送迎で通学している

五名

＜バス全般＞

バス停までが遠い
五名福栄線の始発を大窪寺にしてはどうか（オレンジ
破線）
通勤でバスを利用しているが土日祝や年末年始は減
便になり不便

＜買い物・病院＞
日下地区は病院も買い物もさぬき市、阿波市方面に買
い物に行く地区もある
隣接する阿波市の人も白鳥病院等に行く人がいる
阿波市との間で県をまたいだ連携ができればよい

＜通学＞
高校生は親が送迎しなければならない

＜その他＞
社協にはずっとデマンドタクシーの運行をお願いしてき
たが叶わなかった

本町

＜バス全般＞
同じ本町でも、商店街沿いは駅やバス停に歩いていける
地区とそうでない地区がある（新川地区はバス停が遠い）

＜買い物・病院＞
一度に大量に買い物をするので、バスでの移動は厳しい

＜その他＞
近所の人が乗せてくれるので、今は何とかなっている状
況
タクシー補助制度について、券500円×20枚では少ない

マルナカ白鳥店
市内で最も多く利用されて
いる買い物先

　※住民アンケート結果より

マルナカ引田店
マルナカ白鳥店に次いで多くの住民が利用

　　※住民アンケート結果より

引田

香川県立白鳥病院
市内で最も多く利用さ
れている通院先

※住民アンケート結果より
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東かがわ市地域公共交通網形成計画　現状・問題点と課題、基本方針・目標の関係整理

現状・問題点 課題 基本方針・目標

基本理念

地域をつなぎ みんなで支え続ける公共交通

①まちが拡散し移動需要が分散的に発生するため、
公共交通による対応が難しい状況にある

買い物は白鳥地区を中心にニーズが集中する一
方、通院は県立白鳥病院へのニーズが多いもの
の各地に分散
隣接市町への移動ニーズも多い

施設等が利用者向けに個別輸送をしている事例
あり

郊外で宅地開発⇔旧市街地では建て替え等が
進まず

②まちの形態や人々のニーズの変化に公共交通網
が対応できていない

人口が集積していても駅やバス停から離れた
地区がある
長い距離を歩くのが大変という意見

「自宅や目的地の近くまで移動できる施策」や
「安く移動できる施策」のニーズ

鉄道の便数が少なく、所要時間が長い
バスは市外への通学・通勤を想定したダイヤに
なっていない
スクールバスと路線バスの重複がある

③公共交通を「新たな利用者」に利用してもらうた
めの環境整備ができていない

バスや鉄道の乗り方が分からない
バリアフリー※1対応や水洗トイレ整備等の遅れ
情報提供の面で分かりにくさ

交通手段間での連携が不充分
タクシーは呼ぼうとしても待ち時間がある
福祉バス制度※2の周知不足

人口が集積していても駅やバス停から離れた
地区がある

④交通事業者の運行リソース(運行の担い手)が限
られている

運転士不足による路線の短縮や便数の削減、
営業時間の短縮の可能性
需要集中による待ち時間が発生する可能性
乗合タクシー※3等の実現可能性が不透明

事故等のリスクにより、ボランティア輸送※4等の
担い手確保が困難

①まちづくりとの連携による持続可能性の向上
まちづくりと公共交通が緊密に連携できる体制
を構築
地域のコミュニティ拠点を活かした「コンパクト・
プラス・ネットワーク」 ※5のまちづくりを目指す

②公共交通及びその結節点に人々を惹きつける環
境整備

公共交通が使いやすい環境を構築
公共交通が「移動の選択肢」に含まれるよう、　
ソフト・ハード両面から多面的に利用促進策を
実施

交通結節点※6とまちの拠点の連携による、拠点
の持続可能性の向上

公共交通及び交通結節点が、魅力的で人々を
惹きつけられるような環境にしていく必要

基本方針①
　まちを持続的に支える公共交通網の整備

基本方針②
　公共交通をみんなでつくり、育てる意識・体制づくり

【目標1-1】

　まちの骨格となり市民や来訪者の交流を支える広域・市内拠点
間の移動利便性確保
　《事業(案)》

　　・日常生活圏※8を意識した鉄道の移動利便性確保
　　・移動ニーズやインフラ整備※9を踏まえた路線バス網の再編

【目標1-2】

　市民の日常生活を支える市内拠点への移動利便性確保
　《事業(案)》

　　・コミュニティとの協働による不便地区での移動手段確保
　　・タクシーの効率的な利用に向けた研究
　　・新たなモビリティの導入に向けた研究

【目標2-1】

　公共交通をつくり、育てる意識の醸成
　《事業(案)》

　　・コミュニティによる移動手段を考える取組や利用促進の取組
　　　への支援
　　・ターゲットを絞ったモビリティ・マネジメント※10の実施

【目標2-2】

　東かがわ市の公共交通に関わる関係者間の連携強化
　《事業(案)》

　　・法定協議会を活用した関係者間の連携強化
　　・観光、福祉、教育等、移動に係る部署との政策連携の継続
　　・交通事業者間での連携の深化
　　・インフラとしての役割を踏まえた行政からの必要な支援の継続

【目標1-3】

　みんなが安心して利用できる環境の整備
　《事業(案)》

　　・交通結節点における待合環境や情報提供の改善
　　・運行情報の見える化の推進（公共交通マップ整備、運休・遅延
　　　等の情報提供等）
　　・車両や施設等のバリアフリー化の推進

③役割分担を意識し、あらゆる方法・手段・資源を
フル活用した移動手段の確保

運行の担い手を充分に確保していく
交通事業者だけでは対応しきれない移動需要
に対応できる移動手段を確保
交通空白地※7を中心に、交通手段の役割分担
を意識しながら、新たな移動手段を活用した取
組を進める

資料２-１



1

用語解説

1 バリアフリー 障がい者を含む高齢者等の社会的弱者が、社会生活に参加する上で生活の支障とな
る物理的、心理的、制度的、情報面での障害を除去するという考え方。公共交通機関
のバリアフリー化とは、高齢者、障がい者等が公共交通機関等を円滑に利用できるように
することを指す。

2 福祉バス制度 本市が実施している、高齢者(70歳以上)、障がい者と難病患者を対象とした移動支援
制度。大川自動車(株)が運行する路線バスの運賃の一部を助成している。

3 乗合タクシー 乗車定員１０人以下の自動車（タクシー車両）を用いて、旅客を運送するサービス。
定時定路線型からデマンド型（利用者からの事前予約があった場合にのみ運行）といっ
た、地域のニーズに応じて多様な形態で運行する。

4 ボランティア輸送 道路運送法によらない無償運送。利用者は、ガソリン代等の実費のみを負担することで
利用できる。

5 コンパクト・プラス・
ネットワーク

行政・医療・福祉・商業等の各種サービスを維持し、効率的に提供していくために、各種
機能を一定のエリアに集約化（コンパクト化）するとともに、各地域を公共交通等で結び
（ネットワーク化）、居住を公共交通沿線や日常生活の拠点に緩やかに誘導すること
で、居住と生活サービス施設との距離を短縮し、市民の生活利便性向上を目指す取
組。

6 交通結節点 複数の同種あるいは異種の交通手段の接続が行われる場所。交通機関の乗り換え・乗
り継ぎ場所。

7 交通空白地 交通空白地に明確な定義はないが、路線バスが運行していない地域、既存のバス停から
離れている地域のことを指す。

8 日常生活圏 人が主に行動する範囲・地域を指し、日常生活のほか、遠出しない余暇や娯楽などを営
む空間。

9 インフラ整備 公共施設や公園、道路など地域や社会、経済の基盤となる公共的な施設等を整えるこ
とで、地域生活の充実に努めること。

10 モビリティ・マネジメ
ント

1 人 1 人の移動が、社会的にも個人的にも望ましい方向（過度な自家用車利用から
公共交通等を適切に利用する等）への変化を促す、コミュニケーションを中心とした交通
政策。
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スケジュール案（令和2年8月3日時点）

2019年 2020年 2021年度

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

令和元年度業務

（１）計画準備

（３）上位関連計画等の整理

（５）本市の公共交通に関する問題点・課題整理

（６）協議会の開催支援

2019年 2020年 2021年度

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

令和２年度業務

（１）地域公共交通網形成計画の基本方針・目標の設定

（２）目標達成のための施策・事業の検討

（３）「東かがわ市地域公共交通網形成計画（案）」の策定

（４）パブリックコメント実施支援（１回実施予定）

（５）地域公共交通網形成計画（案）の取りまとめ

（６）協議会の開催支援

（７）目標達成のための施策に係るモデル事業実施支援

項目

（２）地域特性と公共交通の現状把握

（４）地域公共交通の現状整理
　　　　※　交通事業者ヒアリング、市民アンケート等

項目

モデル候補地区における事業

内容検討

・法改正に伴う新制度の確認

・新制度とパブコメ結果を踏まえた計画の

最終確認

※計画策定以降も計画の進捗確認や事業

検証のため定期的に実施する

・法改正の動向確認

・コミュニティヒアリング等を踏まえた課題や基本

方針、目標、事業内容頭出し案の確認

・事前に各市民委員に内容説明を実施

・計画素案の確認

・評価指標や目標値案の確認

・事業内容案の確認

・パブコメ実施内容の確認

計画に基づく事業の検証、

実施、進捗管理
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